10　自殺対策

自殺の多くは、多様かつ複合的な原因や背景があり、様々な要因が関連する中で起こっています。自殺の原因・動機として「健康問題」が最も多く、自殺の直前には「うつ病」を発症していることが多いといわれています。
滋賀県では、うつ病（自殺予防）対策事業が平成17年度から実施され、平成18年には国において「自殺対策基本法」が制定されました。
滋賀県では平成20年１月に自殺対策庁内連絡会議が立ち上がり、２月には滋賀県自殺対策連絡協議会が設置、平成22年７月には「滋賀県自殺対策基本方針」が策定され、６本柱を核に自殺対策の推進に取り組んできました。
こうした中、平成27年度から「甲賀圏域における自殺未遂者支援事業」を開始し、自殺未遂者支援を入り口とした支援連携体制の推進に取り組んでいます。
平成28年度には、「自殺対策基本法」が一部改正、平成29年7月には「自殺総合対策大綱」が改正され、「誰も自殺に追い込まれることのない地域社会」の実現を目指して、自殺対策の本質が生きることの支援にあることを改めて確認し、管内2市とともにさらなる取り組みの強化を進めているところです。
〈自殺の現状〉　※（死亡者数/(総人口－外国人口)）×10,000
	死亡数（率※）
	H21年
	H22年
	H23年
	H24年
	H25年

	滋賀県
	279人
	(20.2)
	308人
	(22.2)
	309人
	(22.2)
	282人
	(20.2)
	293人
	(21.0)

	甲賀地域
	36人
	42人
	37人
	　　　35人
	　　46人

	甲賀市
	29人
	29人
	21人
	　　　23人
	　　31人

	湖南市
	7人
	13人
	16人
	　　　12人
	　　15人

	死亡数（率※）
	H26年
	H27年
	H28年
	H29年
	H30年

	滋賀県
	259人
	(18.2)
	247人
	(21.0) 
	227人
	(16.0)
	211人
	(14.8)
	227人
	(16.1)

	甲賀地域
	19人
	32人
	28人
	20人
	　　24人

	甲賀市
	10人
	25人
	18人
	13人
	　　14人

	湖南市
	9人
	7人
	10人
	7人
	　　10人

	死亡数（率※）
	R元年
	

	滋賀県
	231人
	(16.3)

	甲賀地域
	24人

	甲賀市
	12人

	湖南市
	12人


＜事業の概要＞
（１）甲賀圏域における自殺未遂者支援事業（平成27年１月から事業開始）
自殺未遂者支援事業実績（医療機関からの連絡状況）

	
	H26年度
	H27年度
	 H28年度
	H29年度
	 H30年度
	R元年度

	甲賀市民
	3
	6
	7
	   14
	9
	5

	湖南市民
	0
	1
	5
	   9
	4
	13

	計
	3
	7
	12
	  23
	13
	18


（２）自殺予防啓発活動

· 啓発物品の配布

期間：自殺予防週間（令和元年９月１０日～）

実施場所：草津線1駅および量販店１か所
配布数：保健所、甲賀市、湖南市合計ティッシュ1,600個配布

　　・地域有線放送（あいコムこうか）によるうつ病、アルコール問題に関する啓発
· 県事務所本館における自殺予防啓発パネルの掲示および情報発信の実施
　
（３）市支援

· 地域住民向け自殺（うつ予防）啓発と相談窓口の周知

· 甲賀市セーフコミュニティ「自殺対策委員会」　1回（7月30日）参加

甲賀市自殺予防対策ネットワーク会議　1回(9月26日)参加

· 湖南市自殺対策庁内関係機関連絡会議　１回（8月28日）参加
（４）自死遺族の会「凪の会おうみ」への連携・支援
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